　＜ハマりすぎに要注意！！＞
　ミカは、地元から出て一人暮らしをしながら大学にかよっています。２年生になった今は、バイトをしたりサークルに参加したりしながら気ままに楽しくすごしています。ただ、ミカにはひとつ残念に思っていることがあります。雑誌に載っているような服やバックが欲しいけど、ミカの住む町には、欲しいものが買えるようなお店がないのです。１年生の頃は、慣れない一人暮らしで寂しくなってしまい、ちょっとした連休や夏休みなどの長期休暇を使って実家に戻っていたので、その時に地元にあるショッピング街で思いっきり買い物をしてくることができていました。そのため、家の近くにお店がないことについてそれ程考えたことはありませんでした。でも、２年生になってからは、ひとり暮らしの気ままさに慣れてしまい、むしろ実家に帰ることを面倒に思うようになっていました。そうは言っても、季節が変わるころになると、新しい服や今流行のものが欲しくなってしまいます。家で一人、雑誌を見ながら、「こんな洋服が買えるお店があればいいのになぁ。」と、思わずため息をついていました。
そんなことばかり考えていた頃、久しぶりに地元の大学に通っている姉が遊びに来ました。ミカには2歳年上の姉がいて、二人はとても仲がいい姉妹です。姉は時々遊びに来るのですがそのたびに「それにしても、相変わらず何もないところだねぇ・・・。」というのでした。今回は、ミカの誕生日が近いから何かプレゼントを買ってくれると言ってやってきたのです。

「何か買ってくれるっていったってさぁ、ほら、この辺は相変わらずだからこの辺で欲しいものを探すのはたいへんだよ～。それなら私が地元に帰った時でよかったのに。」
とミカは残念そうにしていると、
「大丈夫、ちょっといい方法を見つけたのよ。」と姉は嬉しそうです。
「ミカ、確か最近インターネットつないだって言ってたよね？」

「あぁ、先月やっとつないだんだよ。お陰でレポートとか書く時とか、いろいろ直ぐに調べられるから便利で助かってるんだ。けど、急になんでその話になるわけ？」

「そのインターネットで買い物が出来るんだよ！東京にあるお店のものとか、ほんとに色んなお店のものが買えちゃうんだから。雑誌とかの通販もあるし！！買ったものが届くのも意外と早いんだよ。」
姉はちょっと興奮気味に説明を始めました。ミカは困惑気味に
「えぇ、通販？何か予想通りのものが届かなそうでヤダな～。あるってのは知ってたけどさぁ。私のプレゼントもネットで買うつもりなの？」とふに落ちない様子です。
「うん、実物が見れないから心配するのはわかるけど、それが意外と大丈夫なんだよ！私も始めはそう思ってネットとかでは買えないな～なんて思ってたもん。たまたま、大学の友達がかわいい服もってて、聞いたらネットで買ったって教えてくれたの。注文の仕方も教えてもらったんだ。私も何回か使ってるけど毎回満足できてるよ。」
「ふ～ん。そうなんだ。じゃあ、今ネットつなぐから待ってて」
そのホームページを開くと、本当に様々な商品があって、次から次に目移りしてしまうほどでした。その日は迷いに迷ったあげく、ミカのお気に入りのブランドのバックを頼むことにしました。
「お姉ちゃんありがとね。でも、ちゃんと思ったとおりのが届くか、やっぱり不安だな～。」
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「大丈夫！ちゃんと届くから。直接ミカの家に届くように頼んで置くから楽しみに待ってなって。届いたら連絡してね。」
そして今日、こないだ頼んだバックが届きました。
「おぉ、来た来た！思ったより、早かったなぁ。どんなのなのかな・・・」

喜びつつもちょっと不安な気持ちで開けてみると、
「うぁー、本当だ、ちゃんと写真で見たのと同じだ。思ったとおり、かわいいし！！この辺じゃ売っていないブランドの服やバックも手に入っちゃうなんて、本当に便利だな～。また、欲しい物があったら、自分でネットで買っちゃおう！！」
次の日・・・

ミカは早速、届いたばかりのバックを持って学校に行くことにしました。

「今日は、早速、このバックで行こうかな。改めてみても、やっぱりかわいい。ちょっと高かったけど思い切って頼んでみてよかった。」
「おはよう、遅くなってごめんね。あれミカ、バック変えたんだね！！かわいい、どこで買ったの？？」
ミカの親友のマナがやってきました。次の講義を一緒にとっているので、食堂で待ち合わせをしていたのです。
「マナおはよう！そうなの、このバック、昨日届いたばっかりなんだ。お姉ちゃんから誕生日プレゼントに買ってもらったんだよ。いいでしょ～？しかもネットで頼んだんだよ。私、ネットとかで頼むのは今回が始めてだったんだけど、結構いいね。この辺にはないお店の服とかも買えちゃうし、便利だと思わない？」

「インターネットの通販かぁ。確かに便利だね。雑誌とかに載ってるブランド品とかもあるし、色違いとかの品揃えはお店よりよかったりするしね。でもさ、やっぱり、ブランド品とかって高いし、やっぱり買えないなー。私の場合は、品数とかは限られてくるけど、ネットオークションで探しちゃうんだ。運がよければ、元値よりかなり安く手に入っちゃうし。」

自宅通いのマナは、パソコンに詳しい兄がいるので、インターネットのことについていろいろ知っているのでした。ミカがインターネットをつなぐ時にも、マナがその手配を手伝ってくれたのです。

「あれ、マナって、ネットオークションしてるんだ？私、なんとなく怖くて手が出せないよ・・・。何か思ってたより悪い商品が届いた時とかない？」

「ん～、今のところないよ。出品者から商品についての説明があるし、写真も載ってるしね。それに、説明が出来るだけ詳しいのとか、出品者の評価とかを見て悪い評価がついてない人のとか、大丈夫そうなものにしか入札しないようにしてるんだ。中にはやっぱり悪い評価がいっぱい付いてる人もいるから、気をつけないとだけどね。」

「へ～、いろいろコツがあるんだ。」

「服とかだけじゃなくて、マンガとか電化製品とかもあるし、チケットだって買えるんだよ。自分で上限を決めて入札すれば定価よりも易く出来るし。結構いいよ。」

「何か、面白そうだね～。」
さっきまで、オークションは怖いと思っていたミカも、今やマナの話に興味津々です。
「うん、落札できないと悔しいけど、他の人と競り合った結果自分が落札できた時とかはかなりうれしいね！商品届いたときの感動も大きいよ～。」

「そっか、他の人も入札することもあるから必ず手に入るとは限らないんだね。すごいな。マナ、今度暇な時にオークションのやり方教えて。私もやってみたくなっちゃった。」

「うん、いいよ！さっきまで怖いっていってたのに、ミカは単純だな～。」

「だって、話聴いてたら面白そうなんだもん。そうだ、あさって休講の講義あったよね？そのときはどう？」

「あ、そこなら空いてる。じゃあ、一緒にお昼食べてそのままミカの家に行こうよ。」

「やったー！ありがとう。マナ、お昼どこで食べたいか考えておいて。お礼におごるから。」
「お、いいの？じゃ、考えとくよ。オークションはそんなに教えるほどのこともないし、私が試しに一回入札するのとか見れば直ぐミカも出来ると思うよ。本当に簡単だから。」

２日後、約束どおり、ミカはマナに聞きながらオークションに参加するための登録を済ませ、やり方や注意事項についても一通り教えてもらいました。いよいよオークションに参加する準備が整い、その日はマナが帰った後も上機嫌で、夢中でパソコンに向かっていました。
「ホント、意外と簡単なんだな～。あ、これ安い！！入札してみよっかな・・・」

数週間後、ミカはマナに、初めてオークションで買ったものが届いた報告をしています。
「マナ、こないだはありがとね！登録とかがあるって知らなかったから、やっぱり聞いてよかったよ。でね、あの後もしばらくオークションをチェックしてたの。1円から入札スタートの服とかもあって、びっくりしちゃった。ずっと見てても飽きないねー。早速、何個か落札したよ！で出品者の人とのやり取りもどうにかできたし。今回の人はいい人で、入金方法もこっちの希望通りにしてくれるって。思ってたほど怖いものじゃなかったね。」
「でしょ？うまくいけば安く手に入るし。いろいろやってみるといいよ。」

「うん。ちょうど昨日届いた服があってね。状態もかなりきれいだったし、着てみたらサイズもちょうどで、かなりよかったよ。今度着てくるね。」

「へー、さすがミカ、やりだしたら早いねぇ。で、いくらで落札したの？」

「今回は１500円。こないだ一緒にオークション見てたときに気になってたTシャツ。思い切って入札しちゃった。結構ぎりぎりまで競り合ったけど、頑張ったよ。今も、いくつか目を付けてるのがあって、入札してるんだ。締め切りまで結構時間あったから、今日も帰ってからチェックしてみるつもり。オークションってハマっちゃうね。」
「確かに、オークションやってると時間忘れちゃううよね。あんまりやり過ぎなように気をつけなよ。ミカ、バイトとかサークルもあるんだし、ほどほどにね。」
「そんな、大丈夫だよ。あ、そろそろ次の教室行かなきゃ。じゃあね。」

数ヵ月後・・・

相変わらずミカはオークションに夢中です。暇さえあればパソコンに向かっています。最近はずいぶん慣れてきて、オークションは怖い、などと考えていたことなどすっかり忘れてしまっているのでした。その日も、大学から家に帰ったミカは、早速オークションのチェックを始めました。

「ただいまの最高額入札者は・・・よし、私になってる。このジャケット新品なのに3000円なら安いよね。今からの季節、ちょうど新しいジャケット欲しかったし。残り時間はあと１時間か。このままいけばたぶん大丈夫だな。」

残り時間はあと１時間。昨日からミカの他に入札している人はいない状態なのを確認し、このコートは落札できる、とミカは安心しきっています。ところが、残り時間20分になった頃に状況が変わってきました。急に新規で入札する人が現れたのです。
「ちょっと、こんな急に入札し始めるなんて！もう大丈夫だと思ってたのに。こんなギリギリで他の人に取られたら悔しくてしょうがないよ。予定よりちょっと高くなっちゃうけど、この際仕方ないか。」

ミカがさらに高値で入札をするとその相手も負けじと入札をしてきます。そんなことを15分くらいの間繰り返し、ついに、相手が入札をするのをやめ、ミカが最高額入札者になりました。

「やったー、もうあと3分しかないし、私の勝ちだな！！」

勝ち誇った気持ちで、ふと我に返ったミカは、入札金額がたった15分ほどの間に３倍以上になっていたことに気がつきました。
「えー、うそ・・・相手に負けたくなくて、こんな金額入力しちゃったよぉ。1万2000円って。この金額払うなら、オークションで他のもの探せばよかった。ってか、オークションじゃなくても探せば通販とかで新品買えちゃう値段だよ・・・その方がいろんな種類から選べるし。あぁ、もうあと1分しかない。こんなに高いんじゃ誰も今から入札するはずないし。どうしよう・・・」
もう、入札を競っていた相手が入札する気配はありません。結局、ミカは予定外の金額でそのジャケットを落札したのでした。
「こんなに高いなら途中で諦めればよかった・・・」

ミカは、ガックリと気を落としてしまいました。あんなに楽しみにしていたはずのジャケットを落札できたのに、もう全然うれしくありません。
「あ～ぁ、もっと冷静に考えればよかった・・・」

次の日・・・
「おはよう、ミカ！あれ、なんか沈んでるけど何かあった？」
「マナ～、聞いてよ！！昨日オークションでね、残り時間ギリギリで競り合って、結局買ったんだけどさぁ、予定よりかなり高い金額で落札する羽目になっちゃって・・・ジャケットが1万2000円。そこまでどうしても欲しかったかといえばそうでもなかった気もしてきちゃうし・・・ホントにバカだよねぇ。」

「うぁ～、そっかぁ。確かに、競り合うと負けたくなくってやっちゃうからな～。今回のそれがどうかはわからないけど、わざと値段上げるために買う気もないのに入札してくる‘サクラ’もいるらしいし。幾らまでなら大丈夫なのか、自分でちゃんと決めて入札していかないと、危ないのかもね。」
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「だよねぇ。ホント、安く手に入れるつもりが、大失敗だよ。オークションにも慣れたころだったから油断しちゃったのかも。あんまり夢中になりすぎるのもよくないね。これからは程ほどにしておくよ。」

「うん。ミカ、かなりオークションにハマってたからね。いつもオークションのことばっかり話してたし、こないだのテストもギリギリだったみたいだし、ちょっと心配してたんだよ。これからは程ほどにして、気をつけなよ。」

「そうするよ。こんな悔しい思い、もうしたくないしね。」

その後ミカは、以前のように、寝ても覚めてもオークションのことを考えていることは無くなりました。オークションやネットでの通販で気晴らし程度に買い物をしながら、楽しく過ごしています。

